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丹後地区森林組合

京丹後市弥栄町吉沢940番地

☎ 0772- 65- 4670

年
頭
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
丹

後
地
区
森
林
組
合
の
事
業
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
夏
の
猛
暑
に
加
え
、
大

雨
、
台
風
と
多
く
の
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早

い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
林
業
に
お
け
る
国
の
動

き
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
平
成

31
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
お
よ
び

森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
森
林
の
適
正
な
経

　
　
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
冒
頭
の
組
合
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
は
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
に
な
り
、
清
水
寺
で
発

表
さ
れ
た
漢
字
に
も
「
災
」
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
平
成
最
後
の
年
と
し
て
は
非
常
に
皮
肉
な
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
災
い
転
じ
て
「
福
」

と
、
成
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
長
野
県
北
部
、
富

山
県
に
接
し
、
新
潟
県
に
も
ほ
ど
近
い
「
白
馬
岳
」

で
す
。
標
高
は
２，
９
３
２
ｍ
、
日
本
百
名
山
の
一
つ

に
も
数
え
ら
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
で
す
。

　「
白
馬
岳
」、
み
な
さ
ん
ど
う
お
読
み
に
な
り
ま
す

か
。「
ハ
ク
バ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
正
解
は
「
シ
ロ

ウ
マ
ダ
ケ
」
で
す
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
、
春
に
な

り
雪
が
解
け
て
く
る
と
山
の
中
腹
に
馬
の
形
を
し
た

岩
肌
が
現
れ
、
春
の
農
作
業
の
代
か
き
馬
を
連
想
さ

せ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
を
正
し
く

読
め
る
の
が
、
山
好
き
の
合
言
葉
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
白
馬
岳
に
来
た
の
は
９
月
の
末
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
ぎ
標
高

が
上
が
る
に
従
い
、
緑
の
葉
が
徐
々
に
紅
葉
し
、
山

の
上
で
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
す
っ
か
り

色
づ
い
て
い
ま
し
た
。
２
泊
３
日
の
う
ち
１
日
目
と

３
日
目
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
山
頂
付
近
で
は

あ
ら
れ
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
悪
天
候
の
お
か
げ
で
お
目
に
か
か
れ
た
の

が
「
雷
鳥
」
で
す
！
日
中
は
天
敵
を
避
け
る
た
め
岩

場
な
ど
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
夕
や
悪
天
候
時
に

姿
を
現
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
深
い
霧
の
中
を
歩

い
て
い
る
時
に
、
ふ
と
目
の
前
を
ど
た
ど
た
と
鈍
臭

い
歩
き
方
で
横
切
っ
た
生
き
物
が
雷
鳥
で
し
た
。
人

間
に
対
す
る
警
戒
心
が
薄
い
た
め
出
会
え
ば
近
く
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
愛
く
る
し
い
姿
は
何
と
も

病
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

　
白
馬
岳
に
は
他
に
も
様
々
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

高
山
植
物
の
お
花
畑
、
雪
渓
歩
き
、
３
６
０
度
の
大

展
望
な
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
、
ご

自
身
の
肌
で
そ
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た

い
山
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

営
管
理
が
よ
り
一
層
進
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
や
は

り
獣
害
、
特
に
シ
カ
に
よ
る
被
害

が
農
地
、
森
林
と
も
に
甚
大
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
、
昔
と
比
べ
る

と
森
林
生
態
系
も
大
き
く
変
動
し

ま
し
た
。
森
林
資
源
が
充
実
し
つ

つ
あ
り
、
今
後
は
主
伐
の
増
加
も

想
定
さ
れ
る
中
で
、
伐
採
後
の
植

栽
を
確
実
に
行
い
、
森
林
所
有
者

様
の
大
切
な
財
産
を
守
り
育
て
る

た
め
に
、
シ
カ
の
適
正
な
個
体
数

管
理
を
行
政
に
も
要
望
し
、
組
合

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
役
職
員
な
ら
び
に
現
場
従

業
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
安
心
安

全
の
森
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

従
業
員
一
同

丹
後
地
区
森
林
組
合

代
表
理
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～新たな森林管理システムの創設について～

森林経営管理法の内容をまとめると、以下のようになっています。

　平成３０年５月２５日に新たな法律である「森林経営管理法」が可決、成立し、それに基づく「新
たな森林管理システム」が平成３１年４月１日から本格的にスタートすることとなりました。

　また、それに合わせて森林環境税（仮称）および森林環境譲与税（仮称）が創設され、上記
の経営管理に必要な財源として使われることとなりました。森林環境税（仮称）は国税として
一旦国に集められ、それを森林環境譲与税（仮称）として市町村や都道府県に譲与する仕組み
になっています。
　森林環境税（仮称）の徴収は平成36年度からですが、森林経営管理法の制定を踏まえ、森林
を取り巻く諸課題に早期対応するため、森林環境譲与税（仮称）は平成31年度より先行して開
始されます。
　新たな森林経営管理システムでは、市町村が主体となり、森林所有者に対する意向調査や経
営管理の委託や再委託を行うこととなっており、地元自治体の責任はますます大きくなってい
ます。当組合としても、適切な森林管理に向け、組合員の皆様をはじめ、京丹後市、京都府と
一丸となって取り組んでいきたいと考えております。

経営管理が行われていない森林について市町村が仲介役となり
森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築し担い手を探します

併せて、 所有者不明
森林の問題にも対応

経営管理を
再委託

経営管理を
委託

森林所有者 市町村

意向を
確認

市町村が自ら管理

意欲と能力のある
林業経営者

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

①森林所有者に適切な経営管理を促すため、その責務を明確化する

②森林所有者自らが経営管理を実行できない場合に、市町村が経営管理の委託を受け
意欲と能力のある林業経営者に再委託する

③再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、
市町村が経営管理を行う

職　員　募　集
1. 職種及び応募資格

2. 申込手続及び提出先

3. 面接及び結果通知

4. 採用予定日

5. 給　　　与

6. 問 合せ先

平成30年度全国森林組合 代表者大会 功労者表彰

職員／大久保　弘行　　現場技能者／木村　治

退任役員（敬称略）

理事／瀬戸　一雄　平成30年8月31日付

丹後地区森林組合総務課にあります

平成31年4月1日

学歴、職歴などを勘案し、初任給を決定します。

（林野庁ホームページを元に作成）

丹後地区森林組合　総務課
〒627-0123 京丹後市弥栄町吉沢 940番地
電話（0772）65-4670

職　種 総務課職員

女性 1名

・高卒以上
・年齢 35歳以下
・普通自動車免許

・経理事務
・労働保険等に関する手続き等
・組合員に関すること

業務課職員

・ 森林経営計画策定（森林調査、見積書作成、補助金申請等）
・ 現場管理（現場の工程管理、作業指示等）
・ 各公的機関との連絡、調整

男性 1名

・高卒以上
・年齢 35歳以下
・普通自動車免許（AT限定不可）

応募資格

採用予定者数

仕事の
内容

申 込 書

申込方法

受付期間
平成31年2月1日㈮～平成31年2月20日㈬までの午前8時30分から午後5時00分
（土曜日、日曜日、祝祭日は除く。）

申込に必要な事項を記入し、次の書類を添えて総務課へ
受付期間内に持参又は郵送してください。
　▶申込書　▶履歴書（写真添付）

平成31年2月22日㈮　午前9時00分～面接日時

結果通知 本人宛に通知します。
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庭木の松をマツクイムシから守りませんか

　本事業は京都府「豊かな森を育てる府民税」を原
資として、放置森林において地元自治会等が下刈り
や間伐などの里山林保全活動に取り組めるよう事前
に行う基盤整備事業です。事業費は１件あたり税込
み５０万円が上限です。
　今年度は網野町木津中立、岡
田、下和田、丹後町上野、弥栄町
井辺、和田野、峰山町内記、久美
浜町平田、壱分の９地区で事業が
実施されることになりました。
　応募には地元での合意形成や各
種書類の提出が必要となります。
お考えの箇所がありましたら、
ぜひお気軽にお問い合わせくださ
い。

作業前作業前

作業後作業後

作業前

作業後

峰山町内記

　当日は約１万人の来場者が訪れ、フリーマーケットや地
域産品の販売ブースで賑わいました。
　組合では木工品などの販売と木工教室を実施し、親子連
れなどに楽しんでいただきました。
　イベントの最後にはステージで、チェンソーアートクラ
ブ京丹後によるチェンソーアートが披露され会場は盛り上
がりました。

第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。
平成30年10月21日開催

平成30度 府民参加型
里山ふれあい事業

森林組合では、1月～2月に、松枯れ防止樹幹注入の施工をしています。
マツの様子を見て3年毎の注入をお勧めしています。

出資証券の名義変更等にご協力をお願いします

受託造林事業

　現組合員さんが亡くなられ､ 出資証券の名義がそのままになっていませんか？ その場合は、お
問合せの上、早急に名義変更の手続きをお願いします。住所変更があった場合も、手続きさせて
頂きますのでご連絡ください。
　また、近年、山を利用される組合員さんが少なくなり、残念ながら組合を脱退したいというお
話をいただくことがあります。山のことで組合を利用される機会は減っているかもしれません
が、仕事をさせていただく事があれば、組合員さんかどうかによって手数料に大きな差が出ます
ので、ご検討の程よろしくお願い致します。

労務費の20％

労務費の30％

事業費の20％

事業費の30％

売上高の15％

売上高の25％

受託販売事業受託林産事業

員 外 の 方

組合員の方
受託事業
取扱手数料
について

※施工には、別途工事代がかかります。

樹幹部（胸高直径）

10～20㎝

20～25㎝

25～30㎝

1本

2本

3本

2,500円

5,000円

7,500円

薬剤量（1本60㎖） 薬剤金額（税抜予定価格）

30㎝以上は、 径が5㎝増すごとに1本増量

▼ 

薬
剤
目
安 
▲
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ので、ご検討の程よろしくお願い致します。

労務費の20％

労務費の30％

事業費の20％

事業費の30％

売上高の15％

売上高の25％

受託販売事業受託林産事業

員 外 の 方

組合員の方
受託事業
取扱手数料
について

※施工には、別途工事代がかかります。

樹幹部（胸高直径）

10～20㎝

20～25㎝

25～30㎝

1本

2本

3本

2,500円

5,000円

7,500円

薬剤量（1本60㎖） 薬剤金額（税抜予定価格）

30㎝以上は、 径が5㎝増すごとに1本増量

▼ 

薬
剤
目
安 

▲
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庭木の松をマツクイムシから守りませんか

　本事業は京都府「豊かな森を育てる府民税」を原
資として、放置森林において地元自治会等が下刈り
や間伐などの里山林保全活動に取り組めるよう事前
に行う基盤整備事業です。事業費は１件あたり税込
み５０万円が上限です。
　今年度は網野町木津中立、岡
田、下和田、丹後町上野、弥栄町
井辺、和田野、峰山町内記、久美
浜町平田、壱分の９地区で事業が
実施されることになりました。
　応募には地元での合意形成や各
種書類の提出が必要となります。
お考えの箇所がありましたら、
ぜひお気軽にお問い合わせくださ
い。

作業前作業前

作業後作業後

作業前

作業後

峰山町内記

　当日は約１万人の来場者が訪れ、フリーマーケットや地
域産品の販売ブースで賑わいました。
　組合では木工品などの販売と木工教室を実施し、親子連
れなどに楽しんでいただきました。
　イベントの最後にはステージで、チェンソーアートクラ
ブ京丹後によるチェンソーアートが披露され会場は盛り上
がりました。

第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。第28回 久美浜まるかじりまつりに参加しました。
平成30年10月21日開催

平成30度 府民参加型
里山ふれあい事業

森林組合では、1月～2月に、松枯れ防止樹幹注入の施工をしています。
マツの様子を見て3年毎の注入をお勧めしています。

出資証券の名義変更等にご協力をお願いします

受託造林事業

　現組合員さんが亡くなられ､ 出資証券の名義がそのままになっていませんか？ その場合は、お
問合せの上、早急に名義変更の手続きをお願いします。住所変更があった場合も、手続きさせて
頂きますのでご連絡ください。
　また、近年、山を利用される組合員さんが少なくなり、残念ながら組合を脱退したいというお
話をいただくことがあります。山のことで組合を利用される機会は減っているかもしれません
が、仕事をさせていただく事があれば、組合員さんかどうかによって手数料に大きな差が出ます
ので、ご検討の程よろしくお願い致します。

労務費の20％

労務費の30％

事業費の20％

事業費の30％

売上高の15％

売上高の25％

受託販売事業受託林産事業

員 外 の 方

組合員の方
受託事業
取扱手数料
について

※施工には、別途工事代がかかります。

樹幹部（胸高直径）

10～20㎝

20～25㎝

25～30㎝

1本

2本

3本

2,500円

5,000円

7,500円

薬剤量（1本60㎖） 薬剤金額（税抜予定価格）

30㎝以上は、 径が5㎝増すごとに1本増量
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～新たな森林管理システムの創設について～

森林経営管理法の内容をまとめると、以下のようになっています。

　平成３０年５月２５日に新たな法律である「森林経営管理法」が可決、成立し、それに基づく「新
たな森林管理システム」が平成３１年４月１日から本格的にスタートすることとなりました。

　また、それに合わせて森林環境税（仮称）および森林環境譲与税（仮称）が創設され、上記
の経営管理に必要な財源として使われることとなりました。森林環境税（仮称）は国税として
一旦国に集められ、それを森林環境譲与税（仮称）として市町村や都道府県に譲与する仕組み
になっています。
　森林環境税（仮称）の徴収は平成36年度からですが、森林経営管理法の制定を踏まえ、森林
を取り巻く諸課題に早期対応するため、森林環境譲与税（仮称）は平成31年度より先行して開
始されます。
　新たな森林経営管理システムでは、市町村が主体となり、森林所有者に対する意向調査や経
営管理の委託や再委託を行うこととなっており、地元自治体の責任はますます大きくなってい
ます。当組合としても、適切な森林管理に向け、組合員の皆様をはじめ、京丹後市、京都府と
一丸となって取り組んでいきたいと考えております。

経営管理が行われていない森林について市町村が仲介役となり
森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築し担い手を探します

併せて、 所有者不明
森林の問題にも対応

経営管理を
再委託

経営管理を
委託

森林所有者 市町村

意向を
確認

市町村が自ら管理

意欲と能力のある
林業経営者

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

①森林所有者に適切な経営管理を促すため、その責務を明確化する

②森林所有者自らが経営管理を実行できない場合に、市町村が経営管理の委託を受け
意欲と能力のある林業経営者に再委託する

③再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、
市町村が経営管理を行う

職　員　募　集
1. 職種及び応募資格

2. 申込手続及び提出先

3. 面接及び結果通知

4. 採用予定日

5. 給　　　与

6. 問 合せ先

平成30年度全国森林組合 代表者大会 功労者表彰

職員／大久保　弘行　　現場技能者／木村　治

退任役員（敬称略）

理事／瀬戸　一雄　平成30年8月31日付

丹後地区森林組合総務課にあります

平成31年4月1日

学歴、職歴などを勘案し、初任給を決定します。

（林野庁ホームページを元に作成）

丹後地区森林組合　総務課
〒627-0123 京丹後市弥栄町吉沢 940番地
電話（0772）65-4670

職　種 総務課職員

女性 1名

・高卒以上
・年齢 35歳以下
・普通自動車免許

・経理事務
・労働保険等に関する手続き等
・組合員に関すること

業務課職員

・ 森林経営計画策定（森林調査、見積書作成、補助金申請等）
・ 現場管理（現場の工程管理、作業指示等）
・ 各公的機関との連絡、調整

男性 1名

・高卒以上
・年齢 35歳以下
・普通自動車免許（AT限定不可）

応募資格

採用予定者数

仕事の
内容

申 込 書

申込方法

受付期間
平成31年2月1日㈮～平成31年2月20日㈬までの午前8時30分から午後5時00分
（土曜日、日曜日、祝祭日は除く。）

申込に必要な事項を記入し、次の書類を添えて総務課へ
受付期間内に持参又は郵送してください。
　▶申込書　▶履歴書（写真添付）

平成31年2月22日㈮　午前9時00分～面接日時

結果通知 本人宛に通知します。
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庭木の松をマツクイムシから守りませんか

　本事業は京都府「豊かな森を育てる府民税」を原
資として、放置森林において地元自治会等が下刈り
や間伐などの里山林保全活動に取り組めるよう事前
に行う基盤整備事業です。事業費は１件あたり税込
み５０万円が上限です。
　今年度は網野町木津中立、岡
田、下和田、丹後町上野、弥栄町
井辺、和田野、峰山町内記、久美
浜町平田、壱分の９地区で事業が
実施されることになりました。
　応募には地元での合意形成や各
種書類の提出が必要となります。
お考えの箇所がありましたら、
ぜひお気軽にお問い合わせくださ
い。
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作業後

峰山町内記

　当日は約１万人の来場者が訪れ、フリーマーケットや地
域産品の販売ブースで賑わいました。
　組合では木工品などの販売と木工教室を実施し、親子連
れなどに楽しんでいただきました。
　イベントの最後にはステージで、チェンソーアートクラ
ブ京丹後によるチェンソーアートが披露され会場は盛り上
がりました。
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平成30年10月21日開催

平成30度 府民参加型
里山ふれあい事業

森林組合では、1月～2月に、松枯れ防止樹幹注入の施工をしています。
マツの様子を見て3年毎の注入をお勧めしています。

出資証券の名義変更等にご協力をお願いします

受託造林事業

　現組合員さんが亡くなられ､ 出資証券の名義がそのままになっていませんか？ その場合は、お
問合せの上、早急に名義変更の手続きをお願いします。住所変更があった場合も、手続きさせて
頂きますのでご連絡ください。
　また、近年、山を利用される組合員さんが少なくなり、残念ながら組合を脱退したいというお
話をいただくことがあります。山のことで組合を利用される機会は減っているかもしれません
が、仕事をさせていただく事があれば、組合員さんかどうかによって手数料に大きな差が出ます
ので、ご検討の程よろしくお願い致します。

労務費の20％

労務費の30％

事業費の20％

事業費の30％

売上高の15％

売上高の25％

受託販売事業受託林産事業

員 外 の 方

組合員の方
受託事業
取扱手数料
について

※施工には、別途工事代がかかります。

樹幹部（胸高直径）
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発 行

丹後地区森林組合

京丹後市弥栄町吉沢940番地

☎ 0772- 65- 4670

年
頭
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
丹

後
地
区
森
林
組
合
の
事
業
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
夏
の
猛
暑
に
加
え
、
大

雨
、
台
風
と
多
く
の
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早

い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
林
業
に
お
け
る
国
の
動

き
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
平
成

31
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
お
よ
び

森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
森
林
の
適
正
な
経

　
　
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
冒
頭
の
組
合
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
は
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
に
な
り
、
清
水
寺
で
発

表
さ
れ
た
漢
字
に
も
「
災
」
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
平
成
最
後
の
年
と
し
て
は
非
常
に
皮
肉
な
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
災
い
転
じ
て
「
福
」

と
、
成
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
長
野
県
北
部
、
富

山
県
に
接
し
、
新
潟
県
に
も
ほ
ど
近
い
「
白
馬
岳
」

で
す
。
標
高
は
２，
９
３
２
ｍ
、
日
本
百
名
山
の
一
つ

に
も
数
え
ら
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
で
す
。

　「
白
馬
岳
」、
み
な
さ
ん
ど
う
お
読
み
に
な
り
ま
す

か
。「
ハ
ク
バ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
正
解
は
「
シ
ロ

ウ
マ
ダ
ケ
」
で
す
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
、
春
に
な

り
雪
が
解
け
て
く
る
と
山
の
中
腹
に
馬
の
形
を
し
た

岩
肌
が
現
れ
、
春
の
農
作
業
の
代
か
き
馬
を
連
想
さ

せ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
を
正
し
く

読
め
る
の
が
、
山
好
き
の
合
言
葉
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
白
馬
岳
に
来
た
の
は
９
月
の
末
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
ぎ
標
高

が
上
が
る
に
従
い
、
緑
の
葉
が
徐
々
に
紅
葉
し
、
山

の
上
で
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
す
っ
か
り

色
づ
い
て
い
ま
し
た
。
２
泊
３
日
の
う
ち
１
日
目
と

３
日
目
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
山
頂
付
近
で
は

あ
ら
れ
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
悪
天
候
の
お
か
げ
で
お
目
に
か
か
れ
た
の

が
「
雷
鳥
」
で
す
！
日
中
は
天
敵
を
避
け
る
た
め
岩

場
な
ど
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
夕
や
悪
天
候
時
に

姿
を
現
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
深
い
霧
の
中
を
歩

い
て
い
る
時
に
、
ふ
と
目
の
前
を
ど
た
ど
た
と
鈍
臭

い
歩
き
方
で
横
切
っ
た
生
き
物
が
雷
鳥
で
し
た
。
人

間
に
対
す
る
警
戒
心
が
薄
い
た
め
出
会
え
ば
近
く
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
愛
く
る
し
い
姿
は
何
と
も

病
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

　
白
馬
岳
に
は
他
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様
々
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魅
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が
あ
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ま
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高
山
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お
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６
０
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ま
す
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感
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て
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組
合

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
役
職
員
な
ら
び
に
現
場
従

業
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
安
心
安

全
の
森
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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